
スタートアップ・エコシステム拠点都市
広島の取組と成果について
広島地域イノベーション戦略推進会議

（２０２３年７月）

○発表の趣旨（広島県の位置づけ）
拠点都市の認定を受けた会議母体である「広島地域イノベーション戦略推進会議」
の主宰者であり、広島県内の産学金官や支援団体を代表して、評価委員へ進捗状況
を報告する。



広島地域イノベーション戦略推進会議 （拠点都市の認定母体）

産学官金のトップが参画する会議において、
広島地域におけるイノベーション創出に向けての課題等を議論

【主な課題】
・イノベーション人材・企業の育成・集積が不十分
・イノベーション創出のための交流促進の場が不足
・産学官のネットワークが確立されていない
・企業の事業化等におけるインパクトのある取組・成功事例の不足

● （ものづくり技術など）地域の強みを最大限に活かし、
差別化することが必要

● （そのためには）県と大学との連携や、ものづくり大企業と
スタートアップとの連携など、一体的な取組が大切

● グローバルに挑戦していくことが必要

● 成功事例となる事例を力づくで支援することが必要

（２０２１年、２０２２年報告会で、委員からいただいたコメントをもとに分析）【課題】

拠点都市認定及び報告会のフィードバックから得た広島地域の課題
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「ものづくり産業の集積」といった 地域の強み や、ライフサイエンス分野を

中心とした 大学の持つ技術シーズの育成 に着目し、

グローバルへの挑戦 を後押しするなど 成功事例を生み出す ため、

地域内の エコシステム関係者と連携 し、一体的に取り組む。

【取組の方向性のまとめ】

１ 人的資本：イノベーション人材・企業の育成や集積

２ 交流促進インフラ：多様な人材・企業のつながり拡大

３ 行政主導型支援環境：広域連携支援環境の整備

４ 地域資本：地域の強みである大学と企業との連携

５ ネットワーク資本：企業同士等のマッチング機会の提供

６ 文化資本：イノベーションの機運醸成によるリソースの集約

その課題に対する取組について、イノベーション・エコシステムの
形成に必要不可欠な機能要件に基づき整理し、取り組んでいる。

スタートアップ・エコシステム形成における広島地域の取組の方向性
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■ 目次

１ 広島をとりまくスタートアップ・エコシステムの状況

２ 広域連携の取組

①エコシステム関係者との連携

②地域の強みを活かした連携

③大学を核とした技術シーズ育成に係る連携

④グローバルへの挑戦 （拠点都市強化プログラム含む）

３ ＫＰＩの状況

４ 広島県の取組

成功事例を生み出す支援

「ひろしまユニコーン１０」プロジェクト

世界に伍するスタートアップ
の創出を目指す！

地域全体でスタートアップの掘り起こし
未来の挑戦者を育てるアントレプレナーシップ教育など

産学金官の広域連携により
シームレスに繋がる成長支援

有望なスタート
アップを集中支援
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１ 広島をとりまくスタートアップ・
エコシステムの状況
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１ 広島をとりまくスタートアップ・エコシステムの状況

地域全体で産学金官が相互に連携しスタートアップ・エコシステム
を形成した結果、新たな活動・取組が次々と生まれ、繋がっている

「地域イノベーション戦略会議」

金

官

学

産学官金のトップが参画し地域におけるイノベーション
エコシステムの形成を目指す

優れた技術と知識

共創の場の提供

研究開発力
多様な研究人材

資金提供

起業家が起業家を生み育てる環境創り

＜広島イノベーションベース＞

地域の有望なスタートアップ企業の支援

日系スタートアップの海外展開支援

＜J-Startup WEST＞

産学連携によるイノベーションの創出

＜ひろしま好きじゃけんコンソーシアム＞
多様な人が集まるイノベーション創出拠点

＜イノベーション・ハブ・ひろしまCamps＞

県内産業の発展を総合的にバックアップ

＜ひろしま産業振興機構＞

＜JETRO広島＞
2023年2月
新設！

2023年4月
新設！産スタートアップの情報発信の場を提供

＜SETOUCHI STARTUPS SELECTION®＞
2022年４月
スタート！

広島スタートアップ・エコシステム
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２ 広域連携の取組

①エコシステム関係者との連携

②地域の強みを活かした連携

③大学を核とした技術シーズ育成に係る連携

④グローバルへの挑戦 （拠点都市強化プログラム含む）
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２‐① 広域連携の取組 （J-Startup WEST）中国地域の行政・大学・金融機関・VCほか

中国地域の自治体・大学・金融機関・VC・全国のスタートアップ支
援機関・事業会社などが連携して、地域発スタートアップを支援！

サポーターズ９０機関が参画 ３年間で３０社選定

地域発の有望なスタートアップを
地域全体で集中支援する枠組み
「J-Startup WEST」が
２０２３年４月に設立

２０２３年度の企業選定を開始し、
秋ごろに選定企業を発表する予定

2023年４月設立！／

／

【2023.6．29時点】

7



２‐① 広域連携の取組 （広島イノベーションベース） 大学・金融機関・企業 ほか

広島の産・官・学・金が連携し起業家を育成！
起業を地域全体で支える広島へ

2023年2月新設！
■起業家が起業家を生み育てる環境を創り、

広島県の活性化を推進することを目的として

2023年2月に設立

■広島県内の大学・企業・金融機関が運営に

参画

■今後10年間の目標
➀年商1億円以上の起業家を100人以上創出
（年商1億円以下で入会した会員が入会後
年商1億円を超える）

②5人以上の上場起業家を育成
③「HIB会員企業＋卒業生企業の雇用者数が
合計3万人」
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２０２３年度スタート！採択予定件数２０件

２‐① 広域連携の取組 （スタートアップ共同調達推進事業）県・基礎自治体・スタートアップ

広島県内の市町と革新的な技術を持つスタートアップをマッチング
し、共通する地域課題の解決に向けた市町の「共同調達」を推進！

行政サービスなどの住民生活の様々なシーンに、デジタル技術
の導入を進め、DXの実現を目指すとともに、スタートアップの
地方進出、地方拠点の整備による企業・人材の集積を図る。
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２‐① 広域連携の取組 （ひろしまベンチャー育成基金） 県・金融機関・企業 ほか

「オール広島」で広島県の将来有望な起業家を支援！

県内の民間企業10社・金融機関３公庫及び県内自治体、

商工会議所等が協賛 基金総額1億円
■「ひろしまベンチャー育成基金」

20０3年4月に、県内の民間企業・
金融機関及び県内自治体、商工会議
所などの協賛並びに県内大学の協力
を得て設立したベンチャー支援財団

■「ひろしまベンチャー助成金」
新規性・独創性のある技術やビジネス
プラン等を持つ広島県内の将来有望
な起業家を支援

大賞：５００万円
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２‐① 広域連携の取組 （瀬戸内STARTUPS SELECTION、TOUCH×MATCH MEETUPなど）

民間でも、スタートアップ・エコシステムに資する活動や
コミュニティがふつふつと生まれ、アクティブに活動している。

2022年４月からスタートした、
スタートアップ起業家や支援者を
ゲストに迎えて、取組について
ざっくばらんに聞いていくビジネ
ス・トーク・バラエティ・ラジオ
これまで３０者以上が出演

「オンラインでたちまち繋がって、リ
アルで会おう！」をテーマに、
広島県内のコワーキングスペースや
ハブとなる施設が軸になりながら、
事業者・創業者の方オンラインでつ
ながるコミュニティ。尾道のコワー
キング施設運営者が中心となり、県
内20以上の施設が連携
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２ 広域連携の取組

①エコシステム関係者との連携

②地域の強みを活かした連携

③大学を核とした技術シーズ育成に係る連携

④グローバルへの挑戦 （拠点都市強化プログラム含む）
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２‐② 広域連携の取組 （デジタルモノづくり教育研究センター） 県・大学・企業

マツダ（株）をはじめとする産業界と大学が連携し、社会実装に向
けた研究開発活動と、高度産業人材を育成！

延べ５１社・機関、総勢８０５名が共創コンソーシアムに参画
■産学官の連携により「ひろしまものづくりデジタルイノベーション創出プログラム」を策定。
（事業責任者：マツダ㈱会長・菖蒲田清孝氏）

■その実施機関として、広島大学に「デジタルものづくり教育研究センター」設置（２０１９年）
■材料モデルベースリサーチ、データ駆動型スマートシステム、スマート検査・モニタリングの

3つの研究プロジェクトを設置し、それぞれに共同開発・人材育成のための共創コンソ―シ
アムを組成。延べ51社・機関、 マツダ（株）の技術者166名を含む総勢805名が参画。

■2022年3月に「材料MBR棟・データ駆動型研究棟（テストベッド）」が完成。テストベッドに
よる共創の場の構築、学位プログラムとの連携による産業人材の育成に取り組んでいる。
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２‐② 広域連携の取組 （広島オープンアクセラレーター） 県・金融機関・VC ほか

広島県内企業と全国のスタートアップが共同で新事業の創出に
チャレンジ！

広島オープンアクセラレーター

広島銀行と株式会社Crewwが
共催。業務運営をひろぎんエリア
デザイン、広島県も協力参加し、
官民連携で広島に新たな事業の
創出を目指している。

2022年は広島県内企業3社が
参加し、スタートアップとの協業案
６件が採択された。スタートアップ
のエントリー数は82件にのぼった。

参加企業

（五十音順）
スタートアップ 協業案

㈱オンセック 株式会社EnergyColoring
スマホを用いたリアルタイムAI電流計によ

るエネルギーマネジメントシステムの構築

㈱キーレックス

SMZ株式会社
持ち運べる次世代コンパクト電動 モビ

リティの開発

合同会社view
コンテナ農業技術を活用した農業 工

場の実現

広島電鉄㈱

株式会社EnergyColoring
電力使用状況の見える化による 脱

炭素社会の実現

スパイスキューブ株式会社
農業装置による野菜の地産地消 モデ

ル構築

株式会社Mona

Web3時代におけるCPV(Cost Per 

Visit)広告プラットフォームによる地域活

性化

2022年度採択案

主催 業務運営

後援 協力
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２‐② 広域連携の取組 （ひろしまイノベーション推進機構） 県・金融機関・企業 ほか

広島県、広島県内の金融機関・事業会社からの出資を中心にファン
ドを組成。官民一体で地域企業の成長を支援！

ファンド総額181億7,500万円
延べ出資者件数３７件 （うち広島県内企業２５件）

累計投資件数14件 EXIT件数6件

LP出資者

1号 広島県、フェニックス・キャピタル

2号

広島銀行、もみじ銀行、広島信用金庫、呉信用金庫、
広島市信用組合、広島県信用組合、マツダ、中国電
力、中電工、みずほ銀行、三井住友銀行、フェニック
ス・キャピタル、NEC キャピタルソリューション、中小
企業基盤整備機構

3号

広島銀行、もみじ銀行、広島信用金庫、広島市信用
組合、呉信用金庫、広島県信用組合、山陰合同銀行、
中国銀行、中国電力、中電工、広島ガス、マツダ、
リョービ、田中電機工業、広島マツダ、広島県信用保
証協会、SBI新生銀行、ゆうちょ銀行、三井住友銀行、
三井住友信託銀行、中小企業基盤整備機構
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２ 広域連携の取組

①エコシステム関係者との連携

②地域の強みを活かした連携

③大学を核とした技術シーズ育成に係る連携

④グローバルへの挑戦 （拠点都市強化プログラム含む）
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参加組織数68社、２30名（民７割・官２割・学１割）

２-③ 広域連携の取組 （ひろしま好きじゃけんコンソーシアム） 県・大学・VC ほか

Slackを活用して、大学と研究者がより身近に交流できる場を
構築し、中四国エリアの大学や企業、行政、金融機関等が参画

産学官金がWin-Winになる
オープンイノベーション
プラットフォームであり、
中四国地域大学発スタート
アップ一元的支援組織

従来の産学連携に関する
課題を洗い出し、企業が望む
多様なニーズに対応・解決
する仕組みを構築していく。

中四国の７大学が参加！／

／

【2023.3月時点】
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２-③ 広域連携の取組 （Peace & Science Innovation Ecosystem）県・大学 ほか

地域の特徴的な技術領域の大学発ベンチャー創出や、人材育成に
向けて、中四国エリアの産学官金が終結して地域の強みを伸ばす。

中四国地域を中心とした産学官金63機関が参画

中四国地域の特徴的
な技術領域（健康医
療、環境・エネルギー、
次世代ものづくり
等）を重点領域とし
た「大学発ベン
チャーの創業支援」
や「アントレプレナー
シップ人材育成プロ
グラム」の開発・運営
等に取り組む。

参画機関が続々増加中！／

／【2023.４月時点】
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２-③ 広域連携の取組 （大学発ベンチャー向けGAPファンドの組成）県・大学・VC ほか

グローバル市場を目指す大学発研究シーズの研究開発や事業等に
最大3、000万円／1件の支援を実施するGAPファンドを組成

初年度申請２１件 採択８件に６,５00万円投資

大学の技術シーズの研究開発課題を募集、採択案件に対して

・研究開発費の支援

・起業ノウハウ等の学習
・ビジネスモデルの
ブラッシュアップ
・想定顧客訪問サポート
・個別メンタリング

等の支援を行った後

VC等を招致した成果
発表会を実施した。

合計
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２-③ 広域連携の取組 （広島テックプランター） 県・金融機関・大学・企業 ほか

地元金融機関と広島県、県内企業・大学が連携して、大学発ベン
チャーの成長を支援！

県内7つの大学・高等専門学校が協力し県内研究シーズを発掘！

株式会社リバネスが展開するシーズ発
掘アクセラレーションプログラム「テッ
クプランター」の広島地域版として、
2020年度から実施

大学等の研究シーズを発掘し、事業化
から成長に至るまで一気通貫で支援す
る中で、大学発ベンチャー支援のエコシ
ステムを構築する。

主催の広島銀行をはじめ、広島県、県内
企業・大学もプロジェクトに参加し、地
域全体で大学発ベンチャーの育成支援
に取り組む。

【第3回（2022年度）プログラム概要】

プ ロ グ ラ ム 名 広島テックプランター

主 催 広島銀行、リバネス

特 別 共 催 広島ベンチャーキャピタル

地 域 開 発
パ ー ト ナ ー

荒谷建設コンサルタント、SCSK、大野石油店、ケイアイ
ホールディングス、西日本電信電話、BIPROGY、
丸井産業、丸善製薬

特 別 協 力 広島大学、リアルテックHD

協 力
広島県、近畿大学工学部、呉工業高等専門学校、
県立広島大学、広島市立大学、広島工業大学、
広島商船高等専門学校、福山大学

後 援 ひろぎんエリアデザイン、ひろしまベンチャー育成基金

実 施 期 間 2022年10月～2023年3月

支 援 内 容
(1)ビジネスプランのブラッシュアップ
(2)コンテスト開催
(3)事業化支援

過去3年間の
ファイナリスト数

（※高等専門学校発を含む）
2７件

20



２ 広域連携の取組

①エコシステム関係者との連携

②地域の強みを活かした連携

③大学を核とした技術シーズ育成に係る連携

④グローバルへの挑戦 （拠点都市強化プログラム含む）
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２-④ 広域連携の取組 （UTA Acceleration Program）大学・JETRO

起業意欲の高い研究者・学生等をテキサス大学のアクセラレーショ
ンプログラムへ参画、参加者の８割が２年以内に起業する意向

約３０者がカリキュラム受講 ５社をテキサスへ派遣

アクセラレーションプ
ログラム参加者から
は海外の「失敗を恐れ
ずどんどん挑戦する」
マインドが学べたとの
声。その他、テキサス
大学の学生や現役教
育者が来日し、広島の
エコシステム関係者と
対面で意見交換した。

【11月】 UT/Aのアクセラレーションカリキュラム（６週間程度）をオンライン受講

【12月】 4名のUT/A学生を広島大学へ招へい。

 研究者等３０名程度に幅広い実践的なアントレプレナーシップ教育機会をオンラインで提供

 UT/A現役教職員主導のもと、大学院生によるPSI・エコシステムモデルに対する調査・評価を実施
（インタビュー実施のため12月に4名の学生が来日）

【１月】 広島大学の教員５名をUT/Aに２週間派遣

 最終的な派遣予定者（５名）を選定
 UT/A現役教職員によるアントレプレナーシップ教育受講、インキュベーション施設訪問
 派遣を経て、５名中４名については、２年以内に起業する意向

【2月】UTA教員2名を広島大学に招へい 約1週間

 UT/A現役教職員によるアントレプレナーシップ ワークショップを開催
 広島県のエコシステム関係者を訪問しエコシステム発展に向けた意見交換を実施

地域コミュニティ研究
起業マインドの育成（マインドセット）

その他関連施設訪問

起業スキルの獲得（戦略立案、ファイナンス）
メンタリング、事業計画ブラッシュアップ

その他関連施設訪問
Pitchへの参加

第1週 第2週
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２-④ 広域連携の取組 （Global Initiative at Hiroshima University） 海外大学

4年間を通してグローバルな視点で物事を読み解き、世界で活躍
することができる若者を育成！

2022年8月開校！
■アリゾナ州立大学/サンダーバード
グローバル経営学部-広島大学グロ
ーバル校を広島大学東広島キャンパ
ス内に開校

■アリゾナ州立大学サンダーバードグロ
ーバル経営大学院の学士号プログラム
を、広島大学で学ぶことができるプログ
ラム
■1-2年次を広島大学キャンパス、3年-

4年次をアリゾナ州立大学キャンパスで
学ぶことができる。
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２-④ 広域連携の取組 （Hiroshima Global Unicorn Incubator） 県・JETRO広島

広島からグローバルを目指す企業の発掘・育成のため、スタート
アップ・研究者等を対象とした支援プログラム等を新たに開始！

海外進出を目指す１３社を採択５社がボストンへ渡航

中四国地域の大学発ベンチャーを中心に
13社を採択、うち５社が、R＆D分野の
集積地ボストンへ渡航し、現地ピッチ等
を通じて、海外企業等との接点作りを実
施した。

グローバル展開を身近に感じてもらう目
的で、広島出身の海外展開スタートアップ
事例や、投資家の目線、各分野における、
海外最新動向を知るセミナーを数回開催

第1回6/28 「 シンガポールエコシステム 」

第2回7/4 「 インドエコシステム 」

第3回9/29 「 グローバルで活躍するスタートアップを輩出

するために必要なイノベーションエコシステムとは 」

第4回1/14 「 海外を目指す広島県内SUのピッチ大会 」 （ボストン行きをめぐる英語ピッチ大会の様子）
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２-④ 広域連携の取組 （シリコンバレー訪問商談プログラム事業） 県・JETRO

２０１４年から続く米国企業とのビジネスマッチングプログラム
2022年は３年ぶりに現地シリコンバレーにて実施

県内企業８社がプログラム参加 商談３２件実施

県内企業の海外連携を通じた
「新しい価値を生み出すビジネ
ス展開」を支援

・渡航前：商談に向けたトレーニ
ング、商談する現地企業候補
のリストアップ・アポ調整等
・渡航中：個別商談、展示会等の
訪問、視察など
・渡航後：現地企業との商談の
アフターフォロー

２０２２年度実績

渡航前～後まで
一気通貫でサポート
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３ ＫＰＩの状況

26



３ KPIの状況（これまでの取組）

２０１０年からイノベーションを推進、県内外から企業・人材が集積
広島に「スタートアップ・フレンドリー」な環境が形成されつつある

～2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023

2017.3
交流拠点「イノベーション・ハブ
・ひろしま Camps」を開設

● 起業家・支援者等登録者数 者以上

● 県内 割の自治体が参加し、実証プロジェクト延べ 件以上

● 広島に移転したスタートアップ企業等の数 社以上

6,500
150

100７

2018.５
実証プロジェクト「ひろしま
サンドボックス」を開始

20２１.５
広島県カーボン・サーキュラー・
エコノミー推進協議会を設立

20２２.３
「ひろしまユニコーン１０」
プロジェクトを始動

２０１７．１０
ひろしまイノベーションセンター
設立

2019.2
「デジタルものづくり教育
センター」を開設

ユニコーン級
の急成長を
志す挑戦者を
支援中！
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産学金官の各コミュニティ同士が繋がり、「オール広島地域」でエコ
システムの形成に取り組んだ結果、既に４つの目標値を達成！
今後は、さらにエコシステムの規模を拡大し、世界に伍する
スタートアップ創出を目指す。

エコシステム形成の目標・KPIの達成状況

イノベーション

実現企業率

45％ 45％

２０２２年度単年 目標

16、

000人
進捗率00％

令和4年度時点の累計イノベーション

創出拠点利用者数

21,100人 ５万人

２０２２年度末時点の累計 目標

「デジタルものづくり研究センター」に
おける研究プロジェクトに関わる
モデルベース開発等の導入企業数

69社 80社

２０２２年度末時点の累計 目標

VC投資件数

138件 120件

２０２２年度末時点の累計 目標

VC投資額

80億円 50億円
以上

外国人留学生数

1,726人 3,100人

【２０２２年度の報告会から新規追加したKPI】

※１「イノベーション実現企業率」とは、市場に新サービス・製品を導入した企業の割合

※２「イノベーション活動実行企業率」とは、自社内に新しくビジネス・プロセスを大幅に改善するための仕組みを導入した企業の割合

※３「デジタルモノづくり研究センター」とは、ものづくりのバリューチェーン全体のデジタル化を目指して、モデルベース開発を活用した

研究と人材育成に取り組むプログラム

【申請当初からのKPI】

イノベーション

活動実行企業率

54％ 50％

２０２２年度単年 目標

２０２２年度単年 目標 2023.５月時点の累計 目標

※１

※２

※３

３ KPIの状況（数値の進捗）

【拠点都市認定時の審査要件】
地方自治体、大学、民間等が連携し実現に向けての取組や、スタートアップ
及びその支援者、自治体の活動や、人材・教育、都市環境などの状況。
これらを認定当初定めたKPI指標にて毎年確認
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４ 広島県の取組

成功事例を生み出す支援

「ひろしまユニコーン１０」プロジェクト
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４ 広島県の取組 （「ひろしまユニコーン10」プロジェクト」）

広島からユニコーンに匹敵する企業を１０年で１０社創出すること
を目標とする「ひろしまユニコーン10」プロジェクトがスタート！
県内のスタートアップ創出・エコシステム形成の加速を目指す。

広島からユニコーンに匹敵する急成長を
志す企業の存在は、
・地域産業に刺激を与える
・次なる挑戦への着火剤

やがて広島に「挑戦することが
当たり前の土壌・文化」

が生まれることを目的としている。

対象者は「企業価値10億ドル以上の急成
長を目指す企業」。スタートアップはもちろ
ん、新規事業でカーブアウトを目指す者、
アトツギベンチャーなど

広島から挑戦を志す方は誰で
も歓迎する。

「ひろしまユニコーン10」
プロジェクトの詳細は⇒
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企業のニーズや成長段階に合わせた１０のサポートメニューを
提供し、広島が「新しいビジネスに挑戦しやすい環境」を整備

●ビジネス環境を整えるための支援

●新成長産業の柱として注力する分野

●世界に羽ばたき大きく成長するための支援

事業の

アクセラレー

ションを支援

オープン

イノベーション
の場を提供

スモールスタート

を支援

実証フィールド

を提供
資金調達機会

の創出を支援

広島県への

企業移転を支援

環境・エネルギー

カーボンリサイク

ル分野への

進出を支援

海外ビジネス

展開を支援

健康・医療関連

分野への進出

を支援

スタートアップ

フレンドリーな

職員が応援！

01

06 07 08 09 10

02 03 04 05

４ 広島県の取組 （「ひろしまユニコーン10」プロジェクト」）
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「ひろしまユニコーン10」プロジェクト １０のサポート

挑戦したい人が、協業相手、顧客、投資家など、ビジネスをする上
で必要な仲間と繋がれる場をソフト・ハードの両面からサポート

01  オープンイノベーションの場を提供

イノベーション・ハブ・ひろしま Camps
新たな挑戦を志す多様な人が集まるコミュニティ交流施設として広島市内に設置。

コミュニティマネージャーとスタートアップアドバイザーを配置し、施設に訪れる挑

戦者の個別相談や交流を促進している。

会員登録者数３,６００者

「イノベーション・ハブひろしま
Camps」の詳細は↓

２０２２年度 個別相談件数５５９件
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「ひろしまユニコーン10」プロジェクト １０のサポート

01  オープンイノベーションの場を提供
イノベーション・エコシステム・サイト

起業家・企業の新規事業担当者やアイデアやスキルを持つ支援者が集まり、

イノベーション・ハブ・ひろしまCampsに駐在するコーディネーターを中心に、

オンライン・オフライン双方において、会員間の交流、マッチングを目指す。

会員登録者数 ６１０ 者

イノベーション・エコ
システム・サイトの詳細は↓
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ひろしまサンドボックス事業
IoT・AIといったデジタル技術やノウハウを

保有する県内外の企業や人材を呼び込み、

様々な産業・地域課題の解決をテーマとして

共創で試行錯誤できるオープンな実証実験の場

「ひろしまユニコーン10」プロジェクト １０のサポート

自然豊かな中山間地域、瀬戸内海、それに近接した都市環境を
もつ広島地域で、新たなビジネスの実証場所を提供

0２ 実証フィールドを提供

広島県をまるごと実証フィールドに！

実証に参加した県内自治体 ７ 割

今までの実証プロジェクト数 １５３ 件

サンドボックス推進協議会員数 ３,０９９者
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「ひろしまユニコーン10」プロジェクト １０のサポート

0２ 実証フィールドを提供
サキガケプロジェクト

社会実装に向けた規制等の事業障壁や新たな

ルールメイクへのチャレンジ（継続５社、新規２社）

実装支援事業
今まで支援した実証プロ

ジェクトの中から、県内へ

の社会実装を目指す案件に

対して費用の補助を実施

分野 企業名 活動概要 主な場所

（
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
）

環
境
・エ
ネ
ル
ギ
ー

㈱エイトノット
小型EV船の自律航行と

海上交通DX
宇品港海域

LOMBY㈱

商用目的の自動配送ロ

ボット

の公道走行

広島工業大学

キャンパス

医
療
・ヘ
ル
ス
ケ
ア

㈱MITAS Medical

スマホ接続型デバイスによ

る

眼科オンライン診療

安芸太田町

㈱ユーリア

スマホアプリでAI健康診断

する

尿検査キット

大崎下島

㈱ビーライズ

医学教育用症例・診察

データ

プラットフォームの開発

広島大学

Ｄ
Ｘ
推
進

サグリ㈱

衛星データ×AIの

農地情報管理システム

による農地流動化

尾道市

セレンディクス㈱
３Ｄプリンターによる

住宅の建築
広島県内

２０件

採択数
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「ひろしまユニコーン10」プロジェクト １０のサポート

誰しもが挑戦できるよう、創業前後のアイデア段階の人の挑戦を支援！

0３ スモールスタートを支援

「RING HIROSHIMA」
広島を舞台に様々な挑戦者が切磋する場所

「RING HIROSHIMA」を構築

社会課題解決やイノベーション創出に挑む「挑戦者」と

伴走支援する「セコンド」を募集・マッチングする。

※（参考）２０２２年度の公募要件を記載

２０２２年挑戦者の申込

９６ 件／採択20件
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「ひろしまユニコーン10」プロジェクト １０のサポート

企業のニーズ成長段階に合わせたアクセラレーションプログラムなど、
事業成長を目指す企業に寄り添ったきめ細やかな支援を提供

0４ 事業のアクセラレーションを支援

「ひろしまユニコーン１０」ＳＴＡＲＴＵＰ ＡＣＣＥＬＥＲＡＴＩＯＮ
ユニコーンに匹敵する企業「時価総額10億ドル以上への急成長」 を志向する

挑戦者を対象にした成長支援プログラム、2022年度は12社を支援した。

・日本を代表する経験豊富なベンチャーキャピタリスト

や先輩起業家から個社の課題に応じた伴走支援

・資金調達や協業先とのマッチング機会を創出するための

ピッチイベントを開催

・知事をはじめ、県内外のエコシステム

関係者を招致して成果発表会を開催

２０２２年度の採択企業の
プログラムの感想はこちら⇒
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「ひろしまユニコーン10」プロジェクト １０のサポート

0４ 事業のアクセラレーションを支援
「Camps」アクセラレーションプログラム

創業前後の０→１スタートの企業・個人の方を対象とした

アクセラレーションプログラム、２０２３年度で７期目を

迎える。卒業生の中には資金調達をしたスタートアップ

が数社あり、Campsをハブに現役採択社と卒業生との

交流も生まれている。２０２２年度は、過去最多の36者

を採択し、約５か月間の伴走支援を実施

Campsアクセラレーション
プログラム（第7期）の詳細は⇒
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「ひろしまユニコーン10」プロジェクト １０のサポート

県内外の投資家やベンチャーキャピタル等とのネットワークを構築し、県内
スタートアップ企業の資金調達に向けた発信機会や繋がりの場を提供

0５ 資金調達機会の創出を支援

ベンチャーキャピタル向けピッチイベント

国内最大級のスタートアップ施設CICTokyo

（東京都港区）で、VC・投資家に向けて、県内を中心と

するスタートアップ企業等１２社によるピッチイベント

を開催した。当日はVCを含む

約５００名が参加し、現地で

のネットワーキング活動や

アンケート等を通じて

資金調達等に向けた

接点作りを行った。
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ひろしまイノベーション推進機構 （再掲）

ファンド総額181億75百万円延べ出資者件数３７件 （うち県内企業２５件）

「ひろしまユニコーン10」プロジェクト １０のサポート

0５ 資金調達機会の創出を支援

LP出資者

1号 広島県、フェニックス・キャピタル

2号

広島銀行、もみじ銀行、広島信用金庫、呉信用金庫、
広島市信用組合、広島県信用組合、マツダ、中国電
力、中電工、みずほ銀行、三井住友銀行、フェニック
ス・キャピタル、NEC キャピタルソリューション、中小
企業基盤整備機構

3号

広島銀行、もみじ銀行、広島信用金庫、広島市信用
組合、呉信用金庫、広島県信用組合、山陰合同銀行、
中国銀行、中国電力、中電工、広島ガス、マツダ、
リョービ、田中電機工業、広島マツダ、広島県信用保
証協会、SBI新生銀行、ゆうちょ銀行、三井住友銀行、
三井住友信託銀行、中小企業基盤整備機構

累計投資件数14件 EXIT件数6件
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「ひろしまユニコーン10」プロジェクト １０のサポート

0６ 環境・エネルギー/カーボンリサイクル
分野への進出を支援

ひろしまグリーンオーシャンプロジェクト

広島県カーボン・サーキュラー・エコノミー推進協議会

「環境・エネルギー」分野を次世代を担う新たな産業と位置づけ、環境・エネルギー

産業の集積を目指すプロジェクト。２０１２年から「ひろしま環境ビジネス推進協議

会」を設立し、本プロジェクトを推進している。

環境・エネルギー分野の新規事業や販路拡大、また、今後市場の成長が
見込まれるカーボンリサイクル技術の研究開発や実証などを支援

（２０２３年6月時点）２６６会員

「カーボンリサイクル技術の研究拠点化に向けて、産学官の
連携を推進。「個別マッチング支援」「実証等の新規プロ
ジェクト創出を目指すワーキンググループの設置」 「高校生
を対象とした環境教育」などに取り組む。

（２０２３年6月時点）１２４会員
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「ひろしまユニコーン10」プロジェクト １０のサポート

0６ 環境・エネルギー/カーボンリサイクル
分野への進出を支援

HIROSHIMA GREEN INNOVATION SESSION

最近の取組では、環境エネルギー/カーボンリサイクル分野をテーマとして、

実証・研究フィールドとしての広島を語るイベントを東京都（CICTokyo）と

広島県（広島大学）で同時開催し、スタートアップや研究者との交流を図った。

イベント参加者３２０名
（オンライン・現地参加合わせて）

ひろしまグリーンオーシャンプロジェクト

広島県カーボン・サーキュラー
・エコノミー推進協議会
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「ひろしまユニコーン10」プロジェクト １０のサポート

県内外企業とのマッチング、実証フィールドの提供、社会実装や研究開発費
の補助のほか、バイオデザインプログラムによる人材育成などの支援

0７ 健康・医療関連分野への進出を支援

ひろしま医療関連産業研究会

広島バイオテクノロジー推進協議会
２０１１年に「ひろしま新産業成長ビジョン」を策定し、医療関連産業の育成・医療

関連産業クラスターの形成に取り組んでいる。

２０１３年以降は、研究会を関連企業による情報交換や、交流・連携のための基盤

づくりを促進している。

その他、本県の
健康・医療分野への
取組詳細はこちら⇒

研究会員４６８社 協議会員５８社（2023年4月時点）
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「ひろしまユニコーン10」プロジェクト １０のサポート

国際平和都市HIROSHIMAとして世界的知名度がある広島から、
海外市場へのビジネス展開を目指すための支援を提供

0８ 海外ビジネス展開を支援

Hiroshima Global Unicorn Incubator（再掲）

広島県を含む中四国地域を対象に募集し、大学発ベンチャーを中心に13社が採択。

選抜された５社が、研究開発領域の企業・研究者の世界的集積地ボストンへ視察渡

航し、現地でのピッチや企業訪問等を通じて、海外企業との接点作りを実施

【ボストン視察に行く企業を選ぶ英語ピッチ大会の様子】
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「ひろしまユニコーン10」プロジェクト １０のサポート

0８ 海外ビジネス展開を支援
シリコンバレー訪問商談

プログラム（再掲）

県内企業の海外連携を通じた「新しい

価値を生み出すビジネス展開」を支援

（2014年～）

アニマルスピリッツを持つ企業の

海外展開挑戦支援事業補助金

グローバル市場へ挑戦心を持つ県内

企業に対して、新たに海外展開に挑戦

する費用を助成する制度を新設

２０２３新規

・渡航前：現地でのプレゼン・商談に向けた
トレーニング、商談する現地企業候補の
リストアップ・アポ調整等
・渡航中：個別商談、展示会訪問、視察等
・渡航後：商談のアフターフォロー

渡航前～後まで
一気通貫でサポート
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「ひろしまユニコーン10」プロジェクト １０のサポート

広島への移転や、拠点の開設、又はこれらを検討している企業に向けた
様々な助成制度やサポート

0９ 広島県への企業移転を支援

広島ではたらく、という選択。

思い切った助成制度を創設して認知向上をはかり、今では の

企業が広島県へ移転している。

①移転に伴う初期費用

最大1億円補助

②オフィス賃料

最大5年分実質無料
③短期プロジェクトの滞在費

最大3か月分半額補助

１００件以上
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「ひろしまユニコーン10」プロジェクト １０のサポート

0９ 広島県への企業移転を支援
Hi！HIROSHIMA Business week＆ｄay

２０２２年度は、県内で2回開催

広島県外の経営者・新規事業

担当者などを対象に、 広島の

魅力を伝えるとともに、県内外

のキーマンと交流できるような

イベントを同時期に集中開催

【２０２２年10月開催時】

２５イベント・延べ３３３名参加

【２０２３年３月開催時】

１１イベント・延べ４３８名参加
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「ひろしまユニコーン10」プロジェクト １０のサポート

起業経験のある広島県知事が、スタートアップの活動を全力で応援する
職員と県をあげてスタートアップを応援！！

１０ スタートアップ・フレンドリー！

職員が全力サポート

広島から挑戦したい方はお気軽に声をかけてください！

「ひろしまユニコーン10」
プロジェクトについて⇒

あなたの挑戦を応援してくれる仲間

ともに急成長を目指す仲間に

出会えます！
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産学金官の広域連携により
シームレスに繋がる成長支援

有望なスタート
アップを集中支援

・平和都市として世界に知られる広島は、様々な困難を乗り越えて、世界に挑戦する風土、

県民性で、独創的なものづくり、ビジネスモデルを生み出してきています。

・また、都市の便利さと隣接する豊かな自然環境を兼ね備え、豊かで健やかな暮らしが両立

できる、開放的な都市機能を有する恵まれた環境の中において、人々の叡智を集結して

いきます。

・新たな技術やアイデアによって社会的課題の解決に挑戦する多様な人々が集まり、

産学官が組織を超えて日常的に一体感を持って活動し、切磋琢磨する中で、未来に向けた、

新たなビジネスの実現を目指すチャレンジを応援します。

・世界に広島があって良かったと言われる、世界の人たちに元気・勇気を与えるイノベーション

を生み出していくエコシステムを構築します。

2020.10.16 「地域イノベーション戦略推進会議」

平和都市として世界に知られる広島は、

あらゆる社会的課題の解決を目指し、未来に向けて、

世界の人たちに元気・勇気を与えるイノベーションを

生み出していくエコシステムを構築します。
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